
「指導と評価の一体化」のための学習評価（中学校国語科のポイント） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導と評価の計画（全５時間） 

 

 

 

 

         １ 単元の目標 

（１） 情報と情報との関係の様々な表し方を理解し使うことができる。 

                   〔知識及び技能〕（２）イ 

（２） 文章全体と部分との関係に注意しながら、登場人物の設定の仕方などを捉えること 

ができる。              〔思考力、判断力、表現力等〕C（１）ア 

                  （３） 登場人物の言動の意味などについて考えて、内容を解釈することができる。 

                               〔思考力、判断力、表現力等〕C（１）イ 

（４） 言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を生活に役立て、我が国の言語文化を大 

切にして、思いや考えを伝え合おうとする。       〔学びに向かう力、人間性等〕 

 

２ 本単元における言語活動 

「走れメロス」を読み、登場人物の言動の意味について考えたことを語り合う。 

                （ 関連：〔思考力・判断力・表現力等〕Ｃ（２）イ） 

 

 

          

３ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 情報と情報との関係 

の様々な表し方を理解

し使っている。（(2)イ)  

① 「読むこと」において、 

文章全体と部分との関係に

注意しながら、登場人物の

設定の仕方などを捉えてい

る。（Ｃ(1)ア） 

② 「読むこと」において、

登場人物の言動の意味など

について考えて、内容を解

釈している。（Ｃ(1)イ） 

① 積極的に(1)登場人物の言動の 

意味などについて考え(3)、学習課

題に沿って(2)考えたことを語り合

おうとしている(4)。 

 

 

４ 指導と評価の計画（全５時間） 

時 主たる学習活動 評価する内容 評価方法 

１ 

・ 

２ 

○「走れメロス」を通読し、話の展開や内容の大体をつかむ。 

○３人グループになり、各自が担当する登場人物を決め、人

物の設定の仕方や、言動とその意味について考えたことを

ワークシートにまとめる。 

［思考・判断・

表現］① 

ワークシ

ート 

 

３ 

○グループで、各自がまとめたワークシートを模造紙に貼り、

記号等を用いて登場人物同士の言動の関係について整理す

る。 

［知識・技能］

① 

模造紙 

 

４ 

○前時で整理した関係の中から更に考えたいものを各自一つ

選び、その関係が話の展開などにどのように関わっている

かについて考え、語り合う。 

［主体的に学

習に取り組

む態度］① 

観察 

 

５ 

○前時で語り合った登場人物同士の言動の関係と話の展開と

の関わりについて、考えたことをノートに文章でまとめる。  

○「走れメロス」を読み直し、単元で学習したことについて

確認する。 

［思考・判断・

表現］② 

ノート 

 

国語では、指導する一領域

を「（領域名）において」

と明記します。 

（1）粘り強さ＜積極的に、進んで、 

粘り強く等＞ 

（2）自らの学習の調整＜学習の見通し

をもって、学習に沿って、今まで

の学習を生かして等＞ 

（3）「知識・技能」や「思考・判断・

表現」において、特に粘り強さを

発揮してほしい内容を明確に 

（4）自らの学習の調整が必要となる具

体的な言語活動を明確に 

「評価する観点」「評価方法」「おおむね

満足できる状況（B）」を示します。 

単元名 
 「走れメロス」を読んで、登場人物の 

言動の意味を語り合おう 
第２学年 Ｃ読むこと 

内容のまとまり 
第２学年 
〔知識及び技能〕(2)情報の扱い方に関する事項 
〔思考力、判断力、表現力等〕「Ｃ読むこと」 

Step1 
単元で取り上げる 

指導事項の確認 

Step２ 
単元の目標と 

言語活動の設定 

 

・（１）（２）（３）は、文末

を「～できる。」 

・（４）は、文末を 

「～しようとする。」 

Step３ 
単元の評価規準の 

設定 

 

・文末を「～している。」 

Step４ 
単元の指導と評価

の計画の決定 

 

・単元のどの段階でどの 

評価規準に基づいて評 

価するかを決定します。 

Step５ 
評価の実際と手立

ての想定 

 

・「おおむね満足できる」 

状況（B）の例、「努力を 

要する」状況（C）への手 

立てを想定します。 

国語科では、指導事項に示された資質・能力を確実に育成するため、基本的に

は「内容のまとまりごとの評価規準」が「単元の評価規準」となります。 

記録に残す評価と改善に

生かす評価を明確に区別

する等、工夫します。 

「単元名」は、どのような言語
活動を行うのかが生徒に分かる
ように工夫します。 
 
 



【単元の流れ】 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時 学 習 活 動 指導上の留意点 評価規準・評価方法等 

１ 

・ 

２ 

 

○学習のねらいや進め方をつかみ、

学習の見通しをもつ。  

○「走れメロス」を通読し、話の展

開や内容の大体をつかむ。  

○３人グループになり、メロス、セ

リヌンティウス、ディオニスの中

から各自が担当する登場人物を

決める。  

○担当する登場人物の言動に着目

して文章を読み直し、登場人物の

設定の仕方について考え、ワーク

シートにまとめる。    

〇登場人物の言動を書き出し、そこ

から考えた言動の意味をワーク

シートに記入する。  

【資料】参照 

・学習活動のイメージをもたせるため 

に、「少年の日の思い出」を用いて、 

教師がワークシートに記入するモデ 

ルを示す。 

 

 

 

 

・登場人物の設定の仕方についてまと 

める際には、 この物語にとって重要 

と考えられる登場人物の性格や言動 

の特徴、他の登場人物との関係につ 

いて、文章全体を踏まえて捉えるこ 

とを確認する。  

・ワークシートの矢印内に各自で場面 

を入れさせ、話の展開を確認しなが 

ら言動を抜き出すよう指導する。 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 
○登場人物ごとに作成した３枚の

ワークシートを模造紙に貼付す

る。 

〇様々な関係の表し方について理

解する。    

 

〇３人の登場人物の言動がどのよ

うに関係しているのかについて、

言動の意味を踏まえながら模造

紙に整理する。  

 

 

 

・様々な関係を表すために、記号等を 

用いたり、丸や四角などで囲んだり 

することを理解させる。  

・各自に異なる色のペンを使用させ、 

誰がどの関係について記したのか

が分かるようにする 

 

４ ○前時で整理した３人の登場人物

の言動の関係の中から、話の展開

にどのように関わっているかに

ついて更に考えたいものを一つ

選ぶ。  

○選んだ関係と話の展開との関わ

りについて考えたことをノート

に書く。   

○同じ関係を選んだ者や他の関係

を選んだ者と語り合い、考えたこ

とをノートにメモする。 

・第３時に模造紙に記入した内容の中 

から選ばせる。    

 

  

・ワークシートや模造紙に記した内容 

など、第１時から第３時までの学習 

を振り返らせながら考えを整理させ 

る。  

・グループごとに作成した模造紙を読 

ませ、互いの解釈について確認させ

る。 

 

５ ○前時の活動を通してメモしたこ

とも踏まえて、自分が選んだ関係

について考えたことをノートに

文章でまとめる。  

○数名発表する。     

○「走れメロス」を読み直し、単元

で学習したことについて確認す

る。 

・自分が選んだ関係が話の展開におい 

てどのような意味をもつのかについ

て、自分の解釈を文章にまとめさせ

る。  

・意図的に指名する。発表に対する意 

見や質問などを促し、教師も適宜生 

徒と対話して考えを深めさせる。 

 

 

参考：文部科学省「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 
 

［知識・技能］①  

模造紙  

・ここでは、登場人物同

士の言動の関係を、記

号等を用いて表して

いるかを確認する。 

・「知識・技能」や「思考・判断・表現」において、特に粘り強さを発揮してほしい内容を明確にします。 

・自らの学習の調整が必要となる具体的な言語活動を明確にします。 

［思考・判断・表現］① 

 ワークシート  

・ここでは、文章全体を 

踏まえて、担当する登

場人物の「人物像」と

「他の人物との関係」 

について正確に捉えて

いるかを確認する。  

＊本評価は、Ａと判断す

る状況については、単

元終了後のテストで判

断する。 

［主体的に学習に取り

組む態度］① 

 観察  

・ここでは、登場人物同

士の言動の関係が、話

の展開とどのように

関わっているかを語

り合ったり、気付いた 

内容をノートにメモ 

したりしようとして

いるかを確認する。 

［思考・判断・表現］②  

ノート  

・ここでは、登場人物同 

士の言動の関係が、話 

の展開においてどの

ような意味をもつの

かを考えているかを

確認する。 



【資料】ワークシート（Ａ３判）と記入する内容のイメージ 

   
【知識・技能の評価のポイント】 

『中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説国語編』81 ページ 

関係の様々な表し方とは、聞いたり読んだりして得た情報や自分のもっている情報を、図や絵、記号などを用い

て整理することである。 

☞  このことを踏まえ、事例の第３時では、登場人物の言動と言動がどのように関わり合っているのかを可視化

して整理する学習活動を行う例が示されています。 

模造紙に解釈や記号等を記入する前に、「情報と情報との関係の様々な表し方」について、次のように全体

で確認する等の手立てを工夫しましょう。 

第３時［知識・技能］①では、「情報と情報との関係の様々な表し方を理解し使っている」状況を、「登場人

物同士の言動の関係を、記号等を用いて表している」姿（「おおむね満足できる」状況（Ｂ））と捉え、評価し

ます。 

 

【思考・判断・表現の評価のポイント】 
本事例では、ワークシートの中央部に、登場人物の設定の仕方を捉えるために、担当する人物の「人物像」と「他 

の人物との関係」を記入する欄を設けています。第２時において、この二つの欄に記述されている内容を確認して、

評価することができます。 

また、その際に［思考・判断・表現］①の「『読むこと』において、文章全体と部分との関係に注意しながら、

登場人物の設定の仕方などを捉えている」状況を、「文章全体を踏まえて、担当する登場人物の『人物像』と『他

の人物との関係』について正確に捉えている」姿（「おおむね満足できる」状況（Ｂ））と捉えています。  

【関係の表し方の例】  

・同じ意味内容や似たような意味内容をもつもの同士は、「     」を記入する。  

・反対の意味内容をもつもの同士は、「     」を記入する。  

・原因と結果の関係を表すもの同士は、「      」を記入する。  

・上記に含まれない関係を表す場合は、「      」、「      」などを記入する。  

なお、グループ内の各生徒に異なる色のペンを持たせて学習活動を行わせることで、グループ活動における

個別の学習状況について明確に評価できるようにする。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主体的に学習に取り組む態度のポイント】 

 第４時で、[主体的に学習に取り組む態度]①の「積極的に登場人物の言動の意味などについて考え、学習課題に

沿って考えたことを語り合おうとしている」状況を、「登場人物同士の言動の関係が、話の展開とどのように関わ

っているかを語り合ったり、気付いた内容をノートにメモしたりしようとしている」姿を「おおむね満足できる」

状況（Ｂ）と捉え、評価しています。 

☆ 登場人物の言動の関係を考えようと、自分と同じ関係を選んだ者を探して語り合おうとする姿 … 粘り強さ 

☆ 次時で文章にまとめるために、他の生徒と語り合う中で気が付いたことをノートに記述している姿 … 自らの学

習の調整 

・「十分満足できる」状況（Ａ）…これまで学習した他の作品のことを想起して話したり、異なる考えをもつ友達

を数名集めてグループで対話をしようとしたりする状況。（興味の広がり、集団への寄与） 

・「努力を要する」状況（Ｃ）…対話を一度しようとしただけで、他の生徒の考えを参考にしようとする姿が見ら

れない状況。→単元の学習課題や学習の見通しについて再度確認するように指導する等の手立てを講じる。 

文章全体を踏まえて「正義感あふれる」

などの人物像を正確に把握した上で、時

間の経過に沿って他の人物との関係をま

とめていることから、「おおむね満足でき

る」状況（Ｂ）と判断できます。 

「メロスと竹馬の友。」という記述は、文章全体を

踏まえてメロスとの関係をまとめたものとは言えな

いため、「努力を要する」状況（Ｃ）と判断し、「私は

この三日の間、たった一度だけ、ちらと君を疑った。

生まれて初めて君を疑った。」というセリヌンティウ

スの言葉に着目させ、「セリヌンティウスが登場する

王城と刑場の場面での言葉を見直して、関係をもう少

し丁寧に書いてみよう。」と指導しました。 

生徒Ｙは、教科書の叙述を確認し、「途中で疑うが、

最後には全てを語り合える信頼関係になる。」と書き

加え、その上で、人物像についても見直し、「うそを

つかない正直な石工。」と書き直しました。これらの

記述は、文章全体を踏まえた上で正確に人物像を捉え

るとともに、二人の関係を表しているので、「おおむ

ね満足できる」状況（Ｂ）と判断します。 

単元の途中における評価で、「努力を

要する」状況（Ｃ）が捉えられる生

徒に対して、「おおむね満足できる」

状況に引き上げる努力をすることが

重要です。 



【評価メモの例】 

以下のような【評価メモ】を作成し、生徒の学習の状況を整理する際、「おおむね満足できる」状況（Ｂ）と判

断する状況の例（姿）と、「十分満足できる」状況（Ａ）と判断するポイントの例を示した点に特徴があります。

各評価の観点において、「Ｂと判断する状況」を満たした上で、「Ａ と判断するポイントの例」のいずれかを満た

していれば「十分満足できる」状況（Ａ）としています。 

［思考・判断・表現］については、単元における観点別学習状況の総括を行っています。例えば、生徒Ｙについ

ては、本単元で重点的に指導し評価する内容を踏まえ［思考・判断・表現］の「単元における評価」は「おおむね

満足できる」状況（Ｂ）と総括しています。 

観点 ［知識・技能］ ［思考・判断・表現］ ［主体的に学習に取り組む態度］ 

Ｂと判

断する

状況の

例 

①情報と情報との関

係の様々な表し方

を理解し使ってい

るか。 

単
元
に
お
け
る
評
価 

①文章全体と部分

との関係に注意

しながら、登場

人物の設定の仕

方などを捉えて

いるか。 

②登場人物の言動

の意味などにつ

いて考えて、内

容を解釈してい

るか。 

単
元
に
お
け
る
評
価 

①積極的に登場人物の

言動の意味などにつ

いて考え、学習課題に

沿って考えたことを

語り合おうとしてい

るか。 

単
元
に
お
け
る
評
価 評価の

材料 

模造紙 ワークシート ノート 観察 

Ａと判

断する

ポイン

トの例 

・複数の記号を用いて、様々な角度から関係性を判断している。（知識・技能） 

・話の展開を踏まえながら文章全体の中で登場人物の行動の意味について考えている。（思考力・判断力・表

現力） 

・これまで学習した他の作品のことを想起し、異なる考えを持つ生徒と対話をしようとしている。（主体的に

学習に取り組む態度） 

生徒Ｘ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ 

生徒Ｙ Ａ Ａ Ｃ Ｂ Ｂ Ａ Ａ 

 

【テストの工夫】 

授業で育成を目指した資質・能力（指導事項）の定着を確認する問題を作成することが重要です。

＜例＞「走れメロス」の全文を配布し、授業で取り上げなかったフィロストラトスについて出題した問題の一例 

 ☆ 資質・能力（指導事項）の定着を確認することが目的なので、「走れメロス」とは異なる文章による問題を

作成することも考えられます。  

参考：国立教育政策研究所「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料 

【
登
場
人
物
同
士
の
言
動
の
関
係
を
捉
え
る
問
題
例
】 

 
 

次
の
フ
ィ
ロ
ス
ト
ラ
ト
ス
の
言
葉
は
、
他
の
登
場
人
物
の
ど
の
よ
う
な
言
動
と
関
係
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
か
。
あ
と
の
条
件
１
か
ら
条
件
３
に
し
た
が
っ
て
、
あ
な
た
の
考
え

を
書
き
な
さ
い
。 

    

条
件
１ 

関
連
し
て
い
る
と
考
え
る
メ
ロ
ス
、
セ
リ
ヌ
ン
テ
ィ
ウ
ス
、
デ
ィ
オ
ニ
ス
の
い

ず
れ
か
の
人
物
の
言
動
を
引
用
す
る
こ
と
。 

条
件
２ 

フ
ィ
ロ
ス
ト
ラ
ト
ス
の
言
葉
と
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
説

明
す
る
こ
と
。 

 

条
件
３ 

 

百
五
十
字
か
ら
二
百
字
程
度
で
書
く
こ
と
。 

 

〈
正
答
例
〉 

 
 

○ 

メ
ロ
ス
の
言
動
を
引
用 

 
 

「
そ
れ
だ
か
ら
、
走
る
の
だ
。
信
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
走
る
の
だ
。」
と
い
う
メ
ロ
ス
の 

言
葉
と
関
係
し
て
い
る
。
こ
の
フ
ィ
ロ
ス
ト
ラ
ト
ス
の
言
葉
に 

よ
っ
て
、
メ
ロ
ス
は
セ 

リ
ヌ
ン
テ
ィ
ウ
ス
が
自
分
を
信
じ
て
い
た
こ
と
を 

知
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
メ 

ロ
ス
は
、
走
る
の
を
止
め
よ
う
と
考
え
た
自
分
を
恥
ず
か
し
く
思
い
、
友
の
た
め
に
約
束 

を
守
ろ
う
と
す
る
決
意
を 

強
め
て
「
間
に
合
う
、
間
に
合
わ
ぬ
は
問
題
で
な
い
の
だ
。」 

と
最
後
の
力
を
振
り
絞
っ
て
走
っ
て
い
る
の
だ
と
思
う
。（
百
九
十
字
） 

 

○ 

セ
リ
ヌ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
言
動
を
引
用 

 
 

「
私
は
こ
の
三
日
の
間
、
た
っ
た
一
度
だ
け
、
ち
ら
と
君
を
疑
っ
た
。
生
ま
れ
て
初
め
て 

君
を
疑
っ
た
。」
と
い
う
セ
リ
ヌ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
言
葉
と
関
係
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
の
フ
ィ
ロ
ス
ト
ラ
ト
ス
の
言
葉
に
よ
っ
て
、
周
り
か
ら
見
た
セ
リ
ヌ
ン
テ
ィ
ウ
ス
は
メ 

 

ロ
ス
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
信
じ
切
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

こ
の
こ
と
が
、
実
は
セ
リ
ヌ
ン
テ
ィ
ウ
ス
も
心
の
中
で
は
一
度
だ
け
メ
ロ
ス
を
疑
っ
て
い 

た
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
か
ら
で
す
。（
百
八
十
八
字
） 

 
○ 
デ
ィ
オ
ニ
ス
の
言
動
を
引
用 

 
 

デ
ィ
オ
ニ
ス
が
最
後
に
言
っ
た
「
お
ま
え
ら
は
、
わ
し
の
心
に
勝
っ
た
の
だ
。」
と
い
う 

セ
リ
フ
の
「
お
ま
え
ら
」
に
は
、
走
り
き
っ
た
メ
ロ
ス
だ
け
で
な
く
、
王
の
か
ら
か
い
に 

動
じ
な
か
っ
た
セ
リ
ヌ
ン
テ
ィ
ウ
ス
を
た
た
え
る
気
持
ち
も
込
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
フ 

ィ
ロ
ス
ト
ラ
ト
ス
の
言
葉
が
あ
る
か
ら
こ
そ 

、
デ
ィ
オ
ニ
ス
の
最
後
の
言
葉
に
込
め
ら 

れ
た
気
持
ち
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。（
百
五
十
六
字
） 

「
や
め
て
く
だ
さ
い
。
走
る
の
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。
今
は
ご
自
分
の
お
命
が
大
事
で
す
。

あ
の
方
は
、
あ
な
た
を
信
じ
て
お
り
ま
し
た
。
刑
場
に
引
き
出
さ
れ
て
も
、
平
気
で
い
ま

し
た
。
王
様
が
さ
ん
ざ
ん
あ
の
方
を
か
ら
か
っ
て
も
、
メ
ロ
ス
は
来
ま
す
と
だ
け
答
え
、

強
い
信
念
を
も
ち
続
け
て
い
る
様
子
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。 


